
“リトルヤンゴン” での実践と学び 

 

１． どんな場所？ 

・ 居心地のいい「第二の家」。楽しさとやさしさがあるところ 

・  遊びや会話から興味を掬いとり、学び・勉強につなげるところ 

・  日本語の習得、授業へのキャッチアップのサポートをするところ 

・  生徒と家族が抱える不安、普段の生活で困っていることを一緒に解決するところ 

 

２． 心がけること 

・  ミャンマーと日本、お互いの文化・言語について興味を持ち、歩み寄りましょう 

・  生徒のニーズや気持ちを尊重してその日のカリキュラムを決めましょう 

・  ルールは少なく。 問題が起きたら、なぜそういう態度をとったか、生徒たちの置かれた環境や     

心の中を想像してみましょう 

・  自主性と創造性が育つような、静かで落ち着いた環境をつくりましょう 
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